
タイヤの空気圧調整は
科学か ?

それとも、文学か ?

科学なら　データで証明できる。　再現性もある。
文学なら　物語、フィクション、机の上でデータ無しでペンで作れる。
　　　　　これは STAP 細胞と同じである。

ダンロップ式とオカダ式　比較検証
　　どっちが CO2 を減らせる。



ダンロップタイヤのホームページのタイヤの空気圧について

ダンロップのホームページ　空気圧シュミレーション
https://tyre.dunlop.co.jp/air_pressure/simulation/

https://tyre.dunlop.co.jp/tyre/products/tyrecheck/



夏 : ダンロップ　エナセーブ ECXX+  165-60-15
冬 : ダンロップ　WINTER MAXX     165-60-15

TPMS
（Fobo）

スズキ　ハスラー　のオカダ式空気圧毎日点検

気象観測装置
（Netamo）

気象庁　平年値
（平均気温）

特許　第 44133987 号　タイヤの空気圧調整方法（オカダ 式）

オカダ式空気圧診断
（理想気体として計算）

指定空気圧 : 250kPa

https://hakase-magic.com

空気圧毎日点検　全データ公開

ブログ　　https://chicappa-avc-hakase.ssl-lolipop.jp//blog/
Twitter　空気圧毎日点検（@hakase_magic）
Facebook　 岡田康博



ダンロップ式　1 月 〜 1 月

オカダ式　1 月 〜 1 月 オカダ式　8 月 〜 8 月

ダンロップ式　8 月 〜 8 月

2019 年 1 月 1 日 2019 年 8 月 1 日

名古屋の平年の平均気温
5.1 度 : 260kPa

名古屋の平年の平均気温
28.0 度 : 259kPa

名古屋の平年の平均気温
4.1 度 : 257kPa

名古屋の平年の平均気温
26.9 度 : 241kPa

実測値から計算 : 1 月の 1 ヶ月間の空気圧低下 : -3kPa
-3÷260 = -1.15% で　約 1% 不足 ( オカダ式 )
　　　　　　　　　　　　5% 不足 ( ダンロップ式 )

実測値から計算 : 8 月の 1 ヶ月間の空気圧低下 : -18kPa
-18÷258 = -6.98% で　約 7% 不足 ( オカダ式 )
　　　　　　　　　　　　5% 不足 ( ダンロップ式 )

2019 年 1 月 31 日 2019 年 8 月 31 日

比較　ダンロップ式 :   自然漏れは冬・夏同じ
　　　オカダ式 :   　　自然漏れは冬ほとんど漏れない・夏はダンロッブと同じ

1. タイヤ空気圧自然漏れ量は、ゴムの透過率の関係

冬

冬

夏

夏



実測値からの結果　冬ほとんど漏れない・夏はダンロッブと同じ

一般的なゴムの透過率と温度の関係
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　一般的に温度が高くなると透過率が大きく
なる（右図のグラフ）ので、透過量は多くなる。
夏は冬よりも透過量が多くなる。

BMW320d　ブリジストンタイヤ　2015 年 11 月から 2016 年 10 月まで無調整、毎日点検（夜明け直後）

空気圧増減
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2016 年 1 月 1 日2015 年 11 月 1 日 2016 年 3 月 1 日 2016 年 8 月 1 日 2016 年 9 月 1 日2016 年 2 月 1 日

ハスラー　ダンロップタイヤBMW 320d　ブリジストンタイヤ

マツダ　CX-5　ヨコハマタイヤ 実測値から求めたタイヤの透過率



ダンロップ式　2 月 〜 3 月

オカダ式　2 月 〜 3 月 オカダ式　9 月 〜 10 月

ダンロップ式　9 月 〜 10 月

2019 年 2 月 1 日 2019 年 9 月 1 日

名古屋の平年の平均気温
4.1 度 : 254kPa

名古屋の平年の平均気温
26.8 度 : 271kPa

名古屋の平年の平均気温
10.3 度 : 256kPa

名古屋の平年の平均気温
15.2 度 : 236kPa

実測値から計算 : 2 月〜 3 月の 2 ヶ月間の空気圧低下 :+2kPa
2÷260 = 0.8% で　約 +1% 増加 ( オカダ式 )
　　　　　　　　　11% 不足 ( ダンロップ式 )

実測値から計算 : 9 月〜 10 月の 2 ヶ月間の空気圧低下 :-35kPa
-34÷271 = -12.9% で　約 -13% 不足 ( オカダ式 )
　　　　　　　　　　　　-8% 不足 ( ダンロップ式 )

2019 年 3 月 27 日 2019 年 10 月 30 日

検証結果　1. 気温上昇時は空気圧低下ほとんどない
　　　　　  2. 気温下降時は空気圧低下要注意

装着タイヤ : スタットレス

2. 気温上昇時期と気温下降時期の空気圧



左前輪の空気圧
実気温 : 27.3 度
実測値 : 259kPa
補正値 : 260kPa

左前輪の空気圧
実気温 : 40.0 度
実測値 : 277kPa
補正値 : 263kPa

左前輪の空気圧
実気温 : 27.0 度
実測値 : 259kPa
補正値 : 260kPa

左前輪の空気圧
実気温 : 37.0 度
実測値 : 282kPa
補正値 : 260kPa

8 月 1 日　名古屋の平均気温 : 28.0 度 8 月 2 日　名古屋の平均気温 : 28.0 度

8 月 1 日 朝 5:18 8 月 2 日 朝 5:11 8 月 2 日 午後　15:168 月 1 日午後 13:30

検証結果
　1. 空気圧点検は気温に大きく影響を受ける。
　2. 点検は走行前、日陰で、冷えた状態で必ず行う。
　　　走行直後点検は走行による影響を補正する。
　3. 実測値は見かけの空気圧で常に変化する。
　4. 基準気温無くして空気圧は正確に測れない。

走行直後の空気圧

3. 1 日の空気圧の変化と直射日光の影響

直
射
日
光
の
影
響



4. 走行前と走行後の空気圧

走行前　気温 : 8.0 度 曇り 走行後　気温 : 8.0 度 曇り

50km/h で
26 km 走行

オカダ式 : 224kpa オカダ式 : 227kpa

指定空気圧
250kPa :
10% 不足

14 時 16 分 15 時 10 分1 月 25 日の多治見の平年の平均気温 : 8.0 度

Lexus  UX250h　標準装備の空気圧表示装置

2019 年
1 月 25 日
多治見店の
試乗にて



10 月 11 日の名古屋の平均気温　19.2 度指定空気圧　前後　250kPa

朝日の出前の気温と停止時空気圧 翌日朝日の出前の気温と停止時空気圧午後の気温と停止時空気圧 午後の気温と走行時空気圧

スズキ　ハスラーダンロップタイヤの 1 日のタイヤ空気圧変化

200
210
220
230
240
250
260
270
280
290
300

朝 停⽌止 午後 停⽌止 午後 ⾛走⾏行 翌⽇日朝 停⽌止

1⽇日の空気圧変化

気温+200 左前 指定空気圧+?

2017 年 10 月 11 日



5. タイヤの空気圧条件と空気圧の適正値
ダンロップタイヤ

タインロップ 
 　日影で走行前なら気温は何度でも OK

指定空気圧　: 240kPa 
  240 × 0.05 = -12kPa

ダンロッブシュミレータ予測
点検空気圧 : 228kPa

ダンロップ空気圧シュミレーションの 1 ヶ月後の予測

ダンロップ式（点検時の基準気温ナシ）1 ヶ月先の気温はわからない

ダンロップ式は、指定空気圧に合わせる。 日本自動車タイヤ協会



ボイルシャルルの法則で
佐呂間で 2019 年 5 月 26 日 14 時に気温変化の影響を計算すると !

北海道は、タイヤの空気充填は乾いた空気（理想気体）冬に水蒸気が凍るため

ゲージ圧ゼロ =1 気圧 =1013hPa=101.3kPa
絶対温度 =273.15 度
タイヤの体積は一定

圧力 ×体積
絶対温度

= 一定

気温無視の空気圧調整

240kPaに調整した場合（ボイルシャルルの法則で計算）

240+101.3 × 1
273.15+3.6

調整　4 月 27 日 14 時　気温 3.6 度　日影　指定空気圧 240kPa

5 月 26 日 14 時　気温 39.5 度　日影　点検空気圧 : 275 〜 256kPa

北海道佐呂間町の場合

4 月 27 日5 月 26 日 5 月 26 日

285 - （10 〜 20）=275 〜 265kPa（+10% 〜 +6%）
4 月 27 日の 1 ヶ月後の空気圧

= = 圧力 B = 285kPa圧力 B ×体積
絶対温度 B

圧力 B+101.3 × 1
273.15+39.5

圧力 A ×体積
絶対温度 A

4 月 27 日



名古屋のでの実測値からの自然漏れ

オカダ式の空気圧調方法

1. 点検場所の点検日の平均気温を気象庁で過去の気象データを調べる
北海道佐呂間市町

・調整日    4 月 27 日　  平均気温 : 6.9 度
・一ヶ月後 5 月 27 日　  平均気温 : 11.4 度
・5 月 1 ヶ月間　　　　  平均気温 : 10.0 度　

2. 点検時の気温と平均気温の変化量を計算する
オカダ式空気圧診断ソフトで 1 ヶ月後の気温の変化を計算

（ボイルシャルルの法則）

オカダ式 : タイヤの自然漏れ計算（平均気温 1 度 = 0.2%）
自然漏れ　0.2 × 10.0 = 2%
240kPa  × 0.02 = 4.8kPa （約 5kPa） 

3. 1 ヶ月間の　自然漏れを計算する

指定空気圧

調整空気圧
5 月 27 日の平均気温

4 月 27 日の平均気温
走行前　冷えている時

240+101.3 × 1
273.15+3.6

4 月 27 日

佐呂間町の 5 月の平均気温 : 10.0 度

5 月 27 日

=

圧力 B = 250kPa

予測空気圧 = 圧力 B- 自然漏れ = 245kPa

3.6 度時の調整空気圧 = 235kPa

圧力 B+101.3 × 1
273.15+11.6




